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目　　的 

　中小規模な本県養鶏産業の振興にとって，消費

者ニーズに対する細やかな対応は，不可欠である。

特に近年は，低～中間価格帯の中で，競争力のあ

る新たなブランド鶏肉の作出が切望されている。

　そこで，中間価格帯を狙った新ブランド鶏肉を

開発するため，阿波尾鶏の原原種鶏である軍鶏を

活用した軍鶏交雑種の閉鎖鶏群とWRを掛け合わ

せ，新たに作出した試験鶏について飼養管理試験

を行い，最適飼養密度及び出荷適期について検討

した。

材料および方法

�　交配様式

　供試鶏は，軍鶏交雑種の雄にWRの雌を掛け合

わせて作出した。

�　試験期間

　2009年９月16日～12月９日（84日間；12週間）

�　試験区分

　試験区分を表１に示した。供試鶏は，開放式平

飼鶏舎の１室4.32㎡ に，飼養密度が3.3㎡ あたり

38羽，43羽，50羽となるように振り分け，雌雄別

飼とした。

�　給与飼料

　給与飼料は全て市販飼料を用い，表２のとおり

給与した。また，飼料は，試験期間を通して不断

給餌とした。
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要　　　約

　中間価格帯を狙った新ブランド鶏肉を開発するため，阿波尾鶏の原原種鶏である軍鶏を活用し

た「軍鶏交雑種」とホワイトプリマスロック（WR）を掛け合わせ，新たに作出した試験鶏につ

いて12週齢までの飼養管理試験を行い，最適飼養密度及び出荷適期について検討した。飼養密度

は，38羽/3.3㎡，43羽/3.3㎡，50羽/3.3㎡の３水準を設定した。

　雄の平均体重は，９週齢以降，38羽/3.3㎡ の試験区が最も重く推移し，43羽/3.3㎡ 及び50羽

/3.3㎡ では同等に推移した。しかし，38羽/3.3㎡ の雄の12週齢平均体重は4,177gであり，解体

処理に対して大きすぎると考えられた。雌の平均体重は，飼養密度による影響はみられなかった。

飼料要求率は，９週齢以降，38羽/3.3㎡の試験区が最も優れており，43羽/3.3㎡及び50羽/3.3㎡

では同等であった。正肉歩留及び腹腔内脂肪割合は，飼養密度による差は無かった。育成率は，

43羽/3.3㎡及び50羽/3.3㎡の雄で低い傾向がみられた。

　最適飼養密度は，飼料要求率及び育成率の結果から，雌雄とも38羽/3.3㎡以下であると確認で

きた。また，雄の出荷は，飼養密度が38羽/3.3㎡の場合，平均体重及び飼料要求率の結果から，

雄の出荷は10週齢が適していると推察された。
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表１　試験区分

供試羽数飼養密度区

♂♀各50羽（雌雄別飼）38羽/3.3㎡1

♂♀各56羽（　 〃　 ）43羽/3.3㎡2

♂♀各65羽（　 〃　 ）50羽/3.3㎡3

表２　給与飼料

ME(kcal/kg)CP(%)飼料日齢

3,15022.0ブロイラー前期用０～21

3,20018.0ブロイラー後期用22～77

3,20018.0ブロイラー休薬用78～84
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�　管理

　ワクチネーションは，IB点眼，FP穿刺，MD皮

下注を初生，ND飲水投与を14，28日齢，IBD飲

水投与を17日齢に実施した。その他管理は当所

の慣行に従った。

�　調査項目

　・平均体重（初生，３，５，７，９，１０，１１，１２週齢）

　・１日１羽あたりの飼料摂取量

　・飼料要求率

　・と体成績（12週齢）

　・育成率

結　　　果

�　平均体重

　平均体重の結果を表３，図１及び図２に示した。

12週齢平均体重は，全雄平均が3,936g，全雌平均

が3,014gで，922gの雌雄差が見られた。区別比

較では，雄の平均体重は，９週齢以降，１区が最も

重く，２区及び３区は同等で推移した。また，雌の

平均体重は，三区とも同等で推移した。

�　１日１羽あたりの飼料摂取量

　１日１羽あたりの飼料摂取量の結果を表４，図

３及び図４に示した。雄の飼料摂取量は，三区と

も同等で推移した。また，雌の飼料摂取量は，９週

齢以降，１区が少ない傾向がみられた。

表３　平均体重

（ｇ）
週齢

性区
12111097530
4,1773,8103,4693,1532,2061,32155844♂1
3,8433,5473,2722,9742,0451,27052144♂2
3,8203,5293,2722,9882,1571,29257144♂3
3,0222,7762,5212,4031,6841,04251544♀1
3,0212,8042,5442,3261,6401,00448544♀2
3,0012,7482,5132,2951,6551,03747144♀3

図１　平均体重（♂） 図２　平均体重（♀）

表５  １日１羽あたりの飼料摂取量
（総飼料摂取量：g/羽，その他：g/羽/日）

総飼料摂取量
休薬用後期用前期用種類・週齢

区　性 121110987654321
１０,３３７.９２０３.８１８０.２１７２.６１７４.９１５３.４１４６.０１３３.７１１6.０８３.１６３.０３５.７１７.１1　♂
  ９,９０３.４１８５.９１７５.８１７６.４１７０.２１４７.７１３２.１１２９.８１１０.７８１.９５５.７３４.８１６.４2　♂
１０,２０３.７１８７.１１８３.０１８１.０１７１.４１５１.９１４３.８１３４.１１１３.２８７.５５７.９３４.７１４.９3　♂
  ８,５４２.４１６９.１１６５.９１４６.４１３７.３１２４.８１１８.７１０３.５９２.５６９.１４９.３３０.９１５.１1　♀
  ９,１８０.９２０３.６１８２.９１７４.０１５１.５１２４.０１１５.６１０３.３９２.３７０.２４９.３３０.２１６.６2　♀
  ９,４２４.９２０８.４１８８.１１６８.４１５０.８１３７.１１２５.１１０９.２９７.６７１.６４７.４３０.１１４.８3　♀
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�　飼料要求率

　飼料要求率の結果を表５に示した。飼料要求率

は，７週齢以降，雌雄ともに１区が最も低かった。

�　と体解体成績

　と体調査は，12週齢に，各区の平均体重に近い

個体を雌雄各３羽ずつ抽出し，食鳥取引規格に基

づいて実施した。

　と体解体成績は表６のとおりである。雌雄とも，

正肉歩留及び腹腔内脂肪割合は，飼養密度による

差はなかった。

�　育成率

　12週齢までの育成率を表７に示した。育成率

は，２区及び３区の雄で低い傾向がみられた。

考　　　　察

　新ブランド鶏の出荷適期は，増体性，飼養密度，

産肉性など，複数の成績を総合して判断する必要

がある。供試鶏の父系である軍鶏交雑種は晩熟で

あるため，供試鶏も晩熟であると想定された。そ

のため，出荷適期の検討は，増体性及び産肉性を

重視する必要があると考えられた。

　雄の平均体重は，飼養密度38羽/3.3㎡の１区が，

早く重くなった。しかしながら，１区の雄の12週

齢体重は4,177gであり，現在の一般ブロイラーに

合わせて自動化された食鳥処理場における解体処

図３　飼料摂取量（♂） 図４　飼料摂取量（♀）

表５　飼料要求率

週齢
性区

1211109753
2.562.372.232.071.922.441.54♂1
2.672.462.282.091.952.441.53♂2
2.762.552.362.161.932.471.39♂3
2.942.692.502.192.032.511.38♀1
3.172.812.592.302.092.621.49♀2
3.272.952.692.432.142.601.48♀3

表６　と体成績
（体重：ｇ，その他：％）

腹腔内
脂肪

可食内臓骨付き
手羽

正肉歩留
と体歩留と体重生体重性区

計肝臓筋胃心臓計ささみももむね

4.53.51.81.30.38.841.93.623.115.294.63,9824,210♂1

4.83.21.51.30.48.943.33.823.715.895.43,6503,827♂2

3.43.21.61.20.49.541.83.823.514.596.03,6973,850♂3

6.13.21.61.30.38.643.14.222.316.694.02,8473,027♀1

5.02.91.31.30.38.942.84.322.116.487.12,8553,333♀2

5.53.11.51.30.38.643.04.122.116.895.22,8753,020♀3

表７　育成率
（％）

平均♀♂区

98.0  98.098.01

95.5100.091.12

96.2100.092.33
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理ラインに対して大きすぎる可能性が考えられた。

一方，雌の平均体重は，雄ほどの区間差は見られ

ず，雄よりもさらに小型であった。

　飼料摂取量は，雄では飼養密度の影響はみられ

なかったが，雌では飼養密度が高い２区及び３区

で多い傾向がみられた。

　飼料要求率は，雌雄とも飼養密度が低いほど成

績良好であった。この結果は，高い飼養密度が，

雄の増体性を悪化させ，雌の飼料摂取量を増加さ

せたためと推察される。

　供試鶏は，雌雄とも飼養期間後期，飼養密度が

高い試験区で，喧噪性が顕著になった。２区及び

３区の雄における低い増体性は，喧噪性によるも

のと推察された。また，喧噪性の高まりは，飼料

の食べこぼしを増やし，２区及び３区の雌におけ

る飼料摂取量の増加として反映されたと推察され

た。

　と体調査の結果，飼養密度の違いは，雌雄とも，

正肉歩留及び腹腔内脂肪割合に影響しなかった。

野口ら１）及び渡邊ら２）は，他の鶏種の調査で飼養

密度の違いが正肉歩留に及ぼす影響は小さいと報

告している。

　雌の育成率は，本試験の設定範囲である38羽

/3.3㎡～50羽/3.3㎡であれば，飼養密度の影響は

無いと考えられた。しかし，雄は，43羽/3.3㎡及

び50羽/3.3㎡ の育成率が，38羽/3.3㎡ と比較し

て低い傾向がみられ，喧噪性の影響が推察された。

　飼料要求率及び育成率の結果より，最適飼養密

度は，雌雄とも38羽/3.3㎡以下であると確認した。

また，飼養密度が38羽/3.3㎡の場合，平均体重及

び飼料要求率の結果より，雄の出荷は10週齢が適

していると推察された。しかし，雌は，雄と比較

して増体性が劣る問題があるため，雌雄別飼によ

る出荷延長や，雄のみの飼養など，コスト試算を

併せた検討が必要である。
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